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序　章　「高学歴専業主婦」という現象

序　

章　
「
高
学
歴
専
業
主
婦
」
と
い
う
現
象

1　

問
題
意
識
と
研
究
目
的

　

本
書
は
、
韓
国
社
会
の
社
会
構
造
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
が
当
事
者
の
意
識
・
行
動
と
の
相
互
作
用
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
高
学
歴
専

0

0

0

0

業
主
婦

0

0

0

と
い
う
選
択
を
生
む
か
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
構
造
の
変
化
と
女
性
た
ち
が
置
か
れ
た
状
況
の
変
化
を
マ
ク
ロ
な
統
計

デ
ー
タ
と
参
照
し
つ
つ
、
女
性
雑
誌
や
新
聞
記
事
に
見
ら
れ
る
韓
国
の
女
性
た
ち
の
選
択
を
読
み
解
き
、
産
業
化
（
一
九
六
〇
年
代
）
以

降
の
韓
国
の
既
婚
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
「
脱
近
代
（postm

odernity

）」「
第
二
の
近
代
」
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
近
代
に
お
い
て
は
、
男
性
稼
ぎ
手
と
専
業
主
婦
を
基
盤
と
す
る

近
代
家
族
の
特
徴
は
弱
く
な
り
、
女
性
の
労
働
力
率
が
増
加
す
る
な
ど
「
脱
主
婦
化
」
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
家
事
・
育
児
の
再
生

産
労
働
の
み
に
関
わ
る
「
近
代
主
婦
」
と
は
異
な
り
、
家
事
の
市
場
化
・
外
部
化
に
よ
っ
て
時
間
的
余
裕
を
持
ち
、
家
庭
外
で
の
自
己
実

現
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
「
現
代
主
婦
」
は
一
般
に
、
家
事
労
働
以
外
の
活
動
に
も
目
を
向
け
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
韓
国
社
会
を
見

る
と
必
ず
し
も
現
代
主
婦
が
脱
主
婦
化
す
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
（
瀬
地
山
﹇1996

﹈﹇2017

：12

─17

﹈）。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
韓
国
は
民
主
化
の
進
行
と
と
も
に
急
速
な
経
済
発
展
と
教
育
拡
大
を
遂
げ
る
な
ど
、
大
き
な
社
会
変
動
を
経
験
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し
た
。
女
性
の
大
学
進
学
率
も
急
上
昇
し
、
二
〇
〇
九
年
以
降
は
男
性
の
大

学
進
学
率
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
社
会
と
同
様
に
女
性
が
出
産
や

育
児
を
機
に
仕
事
を
中
断
す
る
傾
向
が
強
い
韓
国
社
会
に
お
い
て
、
女
性
の

労
働
力
と
学
歴
が
労
働
市
場
で
「
十
分
」
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が

た
い
。
女
性
の
高
学
歴
化
と
と
も
に
全
体
的
に
女
性
の
労
働
力
率
は
増
加
し

て
き
た
も
の
の
、
仕
事
と
家
庭
が
両
立
で
き
る
環
境
が
十
分
に
整
っ
て
お
ら

ず
、
女
性
が
出
産
後
に
離
職
す
る
傾
向
は
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
る
た
め
、

年
齢
階
級
別
労
働
力
率
の
Ｍ
字
カ
ー
ブ
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
日
韓
に

共
通
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る）

1
（

。

　

韓
国
に
お
け
る
女
性
の
年
齢
階
級
別
労
働
力
率
は
図
0
─1
に
見
る
よ
う

に
、
晩
婚
化
・
未
婚
化
の
進
行
に
よ
っ
て
近
年
に
な
る
ほ
ど
Ｍ
字
カ
ー
ブ
の

底
に
当
た
る
年
齢
層
が
高
く
な
り
、
Ｍ
字
の
谷
が
浅
く
な
る
と
い
う
変
化
が

見
ら
れ
る
。
一
方
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
、
当
時
の
若
い
世
代
の
母

親
た
ち
の
結
婚
・
出
産
後
の
仕
事
へ
の
復
帰
が
前
の
世
代
よ
り
も
遅
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
た
（
キ
ム
・
イ
ン
ソ
ン
ほ
か
﹇2006

﹈）。
具
体
的
に

は
一
九
八
〇
年
代
に
労
働
市
場
か
ら
撤
退
し
た
女
性
た
ち
は
五
年
後
に
仕
事

に
復
帰
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
仕
事
を
中
断
し
た
当
時

の
二
〇
歳
代
後
半
の
女
性
た
ち
は
三
〇
歳
代
後
半
に
な
る
ま
で
仕
事
に
復
帰

図 0─1　韓国における女性の年齢階級別労働力率
出典：統計庁「経済活動人口調査」各年度より作成．
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し
な
い
傾
向
が
強
く
な
っ
た
。

　

学
歴
別
・
年
齢
階
級
別
の
就
労
パ
タ
ー
ン
に
お
け
る
韓
国
の
特
徴
と
し
て
は
、
高
学
歴
層
（
四
年
制
大
卒
以
上
）
の
就
業
率
は
四
〇
歳

代
で
ほ
か
の
学
歴
層
に
比
べ
て
最
も
低
く
、
一
旦
仕
事
を
中
断
す
る
と
復
帰
し
な
い
傾
向
（
Ｌ
字
カ
ー
ブ
、
ま
た
は
き
り
ん
型
カ
ー
ブ
）
が

見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
図
0
─2
に
見
る
よ
う
に
、
他
の
学
歴
層
の
場
合
は
、
出
産
前
後
に
離
職
し
て
か
ら
育
児
が
終
わ
る
と
仕
事

に
戻
る
Ｍ
字
型
を
描
く
が
、
二
〇
歳
代
中
盤
か
ら
三
〇
歳
代
ま
で
に
最
も

高
い
数
値
を
示
す
四
年
制
大
卒
以
上
層
の
み
が
結
婚
と
出
産
を
機
に
就
業

率
が
下
が
っ
て
か
ら
そ
の
ま
ま
上
が
ら
な
い
Ｌ
字
型
を
描
い
て
い
る）

2
（

。
つ

ま
り
、
高
学
歴
女
性
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
一
旦
仕
事
を
中
断
す
る
と
復
帰

し
な
い
就
労
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
四
年
制
大
卒
以
上
層
の
就

業
率
は
四
〇
歳
代
で
ど
の
学
歴
層
よ
り
も
低
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
傾
向
は
、
高
学
歴
で
あ
る
ほ
ど
高
い
労
働
力
率
が
見
ら
れ
る
欧

米
社
会
の
傾
向
と
は
対
照
的
で
あ
る）

3
（

。

　

例
え
ば
、
図
0
─3
に
見
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
大
卒
以

上
の
高
学
歴
層
は
年
齢
が
上
が
っ
て
も
他
の
学
歴
層
よ
り
労
働
力
率
が
低

下
す
る
こ
と
な
く
、
四
五
〜
五
四
歳
で
は
二
五
〜
二
九
歳
と
ほ
ぼ
同
様
の

水
準
で
あ
る
。
ま
た
、
出
産
・
育
児
期
で
あ
る
三
〇
〜
三
四
歳
に
お
い
て

も
そ
れ
ほ
ど
労
働
力
率
が
低
下
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス

の
場
合
は
、
大
卒
以
上
層
に
お
い
て
二
五
〜
二
九
歳
よ
り
も
三
〇
歳
代
以

図 0─2　韓国の学歴別・年齢階級別の就業率（2011）
注：統計庁「経済活動人口調査」2011 年度．
出典：民主統合党［2012: 5］より作成．
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降
の
ほ
う
が
む
し
ろ
労
働
力
率
が
高
く
、
加
齢
に
伴
っ
て
他
の
学
歴
層
よ
り
低

下
す
る
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。

　

図
0
─4
は
日
本
の
学
歴
別
・
年
齢
階
級
別
の
有
業
率
で
あ
る
。
四
〇
歳
代

以
降
に
な
る
と
そ
れ
ま
で
最
も
高
か
っ
た
大
卒
以
上
の
有
業
率
が
他
の
学
歴
層

と
同
じ
程
度
か
、
よ
り
低
く
な
る
と
い
う
点
で
は
韓
国
と
似
て
い
る
が
、
他
の

学
歴
層
と
同
様
に
仕
事
に
復
帰
す
る
Ｍ
字
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

韓
国
の
高
学
歴
層
に
お
い
て
は
、
出
産
・
育
児
期
と
さ
れ
る
三
〇
歳
代
に
お
い

て
よ
り
も
、
四
〇
歳
代
以
降
の
ほ
う
が
仕
事
を
し
な
く
な
る
が
、
日
本
の
場
合

は
、
出
産
と
育
児
期
に
当
た
る
三
五
〜
三
九
歳
が
最
も
低
く
、
そ
れ
以
降
は
職

場
に
復
帰
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

　

韓
国
の
女
性
の
労
働
力
が
労
働
市
場
で
活
か
さ
れ
な
い
こ
と
に
関
し
て
は
ま

ず
、
日
本
と
同
様
、
性
別
役
割
分
業
を
前
提
と
し
た
男
性
中
心
の
労
働
市
場
・

女
性
差
別
的
な
構
造
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

女
性
の
労
働
力
化
を
め
ぐ
る
量
的
デ
ー
タ
を
中
心
に
扱
い
、
東
ア
ジ
ア
各
国

の
「
性
と
世
代
に
も
と
づ
く
権
力
の
配
分
と
役
割
の
配
分
規
範
」
を
比
較
分
析

し
た
瀬
地
山
﹇1996

﹈﹇2017:12

─17

﹈、Sechiyam
a

﹇2013

﹈
の
研
究
に
よ
る

と
、
日
本
に
お
い
て
女
性
の
労
働
市
場
で
の
地
位
を
決
め
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
母
」
で
あ
り
、
韓
国
の
場
合
、「
女
」
は
「
女
」
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
労
働

図 0─3　アメリカとフランスにおける学歴別・年齢階級別の労働力率
注：（フランス）「国立統計経済研究所（INSEE）」2006 年度．
　　（アメリカ）「商務省センサス局」“Current Population Survey” 2006 年度．
出典：小峰隆夫ほか［2008: 46］．
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市
場
で
の
位
置
を
決
め
ら
れ
る
傾
向
が
日
本
よ
り
強
い
と
分
析
さ
れ
た
（
瀬
地
山
﹇1996

：231, 238

─239

﹈、Sechiyam
a

﹇2013

：160

─

161, 169
─170

﹈）。
そ
の
た
め
、
韓
国
は
日
本
以
上
に
専
業
主
婦
の
消
滅
に
向
か
い
に
く
い
社
会
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
瀬
地
山

﹇1996

：238
─239

﹈、Sechiyam
a

﹇2013

：170

﹈）。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
韓
国
は
急
速
な
社
会
変
動
を
経
験
し
、
人
々

の
意
識
も
急
速
に
変
化
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。Sechiyam

a

﹇2013

：160

─165

﹈
の
研
究
に
お
い
て
も
、
学
歴
別
・
年
齢
階
級
別
就

業
率
の
Ｍ
字
型
が
維
持
さ
れ
て
い
る
な
ど
、「
実
態
」
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど

著
し
い
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
が
、
意
識
の
面
に
お
い
て
は
、
人
々
の

性
別
役
割
分
業
を
否
定
す
る
意
識
や
性
平
等
を
追
求
す
る
意
識
は
日
本
以
上

に
高
ま
っ
て
い
る
面
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
内
閣
府
の
「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
」

（
二
〇
〇
二
年
度
）
を
見
る
と
、「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き

で
あ
る
」
と
す
る
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
に
対
し
、
日
本
で
は
四
一
・

一
％
が
賛
成
、
五
二
・
三
％
が
反
対
で
あ
っ
た
が
、
韓
国
で
は
賛
成
が
一
六
・

七
％
で
八
一
・
一
％
が
反
対
と
答
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
女
性
が
希
望
す
る
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
変
化
に
つ
い
て
、
日
本
の
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
出
生
動
向
基
本
調
査
」
の
「
理
想
の

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」
と
韓
国
の
統
計
庁
の
「
社
会
調
査
」
に
お
け
る
「
女
性
の

就
業
に
対
す
る
態
度
」
の
調
査
結
果
を
見
て
み
よ
う
。

　

日
本
の
女
性
が
考
え
る
「
理
想
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」（
一
八
〜
三
四
歳
の
未

図 0─4　日本の学歴別・年齢階級別の有業率（2012）
出典：総務省統計局「就業構造基本調査」2012 年度より作成．
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婚
者
対
象
）
の
中
で
、「
専
業
主
婦
コ
ー
ス
」
は
一
九
八
七
年
三
三
・
六
％
、
一
九
九
二
年
三
二
・
五
か
ら
一
〇
％
以
上
減
少
し
、
一
九
九

七
年
に
は
二
〇
・
八
％
、
二
〇
〇
二
年
一
八
・
九
、
二
〇
〇
五
年
一
九
・
〇
、
二
〇
一
〇
年
一
九
・
七
％
、
二
〇
一
五
年
一
八
・
二
％
と
な
っ

た
。
専
業
主
婦
に
な
り
た
い
女
性
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
は
約
二
割
と
い
う
一
定
の
割
合
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
「
再

就
職
コ
ー
ス
」
は
三
四
・
八
％
、「
両
立
コ
ー
ス
」
は
三
二
・
三
％
、「
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
コ
ー
ス
」
は
四
・
一
％
、「
非
婚
就
業
コ
ー
ス
」
は
五
・

八
で
あ
る
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
出
生
動
向
基
本
調
査
」
各
年
度
）。

　

韓
国
の
統
計
庁
の
「
女
性
の
就
業
に
対
す
る
態
度
」（
二
〇
一
一
年
は
一
三
歳
以
上
、
他
の
年
度
は
一
五
歳
以
上
対
象
）
の
調
査
を
見
る
と
、

専
業
主
婦
コ
ー
ス
に
当
た
る
「
家
庭
に
だ
け
専
念
」「
結
婚
前
ま
で
に
仕
事
」「
第
一
子
が
生
ま
れ
る
前
ま
で
に
仕
事
」
を
合
わ
せ
た
割
合

は
、
一
九
八
八
年
三
五
・
三
％
、
一
九
九
一
年
三
四
・
八
％
、
一
九
九
八
年
二
五
・
五
％
、
二
〇
〇
六
年
一
六
・
八
％
、
二
〇
一
一
年
一
六
・

四
％
、
二
〇
一
七
年
一
一
・
七
％
へ
と
減
少
し
た
。
日
本
の
「
専
業
主
婦
コ
ー
ス
」（
一
八
・
二
％
）
よ
り
低
い
こ
と
が
分
か
る
。「
家
庭
と

関
係
な
く
仕
事
」
と
答
え
た
女
性
の
割
合
は
、
一
九
八
八
年
一
六
・
七
％
、
一
九
九
一
年
一
六
・
七
％
だ
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
に
は
三

〇
・
四
％
、
二
〇
〇
六
年
五
〇
・
八
％
、
二
〇
一
一
年
五
三
・
一
％
、
二
〇
一
七
年
に
五
八
・
九
％
と
な
り
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
急
速

に
上
昇
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
は
、
日
本
の
「
両
立
コ
ー
ス
」
と
「
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
コ
ー
ス
」「
非
婚
就
業
コ
ー
ス
」
を
合
わ

せ
た
四
四
・
七
％
よ
り
高
い
数
値
で
あ
る
。
ま
た
、
再
就
職
コ
ー
ス
に
相
当
す
る
「
子
育
て
後
に
就
業
」「
出
産
前
と
子
育
て
後
に
就
業
」

を
合
わ
せ
た
割
合
は
二
〇
一
七
年
三
四
・
二
％
で
あ
る
。（
統
計
庁
「

（
社
会
調
査
）」
各
年
度
）。
こ
の
統
計
庁
の
調
査
は
対
象
年

齢
が
広
い
た
め
、
女
性
た
ち
が
理
想
と
考
え
て
い
る
も
の
と
実
際
の
予
定
が
混
じ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
厳
密
な
比
較
は
難
し
い
が
、

韓
国
の
希
望
す
る
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
時
代
的
流
れ
に
よ
る
意
識
の
変
化
が
著
し
い
と
い
う
特
徴
が
読
み
取
れ
る
。

　

瀬
地
山
﹇1996

﹈
に
よ
る
と
、
家
事
労
働
・
子
育
て
が
市
場
化
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
主
婦
業
の
時
間
短
縮
や
女
性
の
就
業
に
つ
な
が
る

に
は
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
規
範
的
要
素
と
そ
れ
を
選
択
す
る
主
体
の
対
応
が
必
要
で
あ
る）

4
（

。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
韓
国
の
急
速
な
社
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会
変
動
は
、
女
性
の
高
学
歴
化
や
一
部
の
社
会
経
済
的
地
位
の
高
い
女
性
の
浮
上
だ
け
で
な
く
、
人
権
意
識
や
性
平
等
意
識
の
向
上
を
も

も
た
ら
し
た
。
依
然
と
し
て
女
性
の
労
働
力
率
は
比
較
的
に
低
く
、
再
生
産
労
働
・
専
業
主
婦
の
地
位
を
受
け
入
れ
る
女
性
は
多
い
が
、

そ
の
よ
う
な
選
択
を
行
う
女
性
た
ち
の
意
識
に
も
な
ん
ら
か
の
変
化
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
〇
年
代
以
降
も
含
め
、
マ
ク
ロ
な
社

会
構
造
の
変
化
と
と
も
に
、
女
性
が
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
選
択
を
行
う
上
で
参
照
さ
れ
る
様
々
な
「
規
範
」
は
ど
の
よ
う
に
変
容
し
、
女
性
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
中
断
と
専
業
主
婦
化
に
関
し
て
は
、
仕
事
と
育
児
が
両
立
可
能
な
環
境
の
不
備
の
問
題
が
長
く
議
論
さ
れ
、
政
策
的

課
題
と
し
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
一
般
的
に
子
ど
も
の
存
在
は
職
業
意
識
に
否
定
的
な
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

そ
の
中
で
も
、
パ
ク
・
ホ
ン
ジ
ュ
ほ
か
﹇2004

﹈
は
、
そ
れ
よ
り
は
母
親
の
学
歴
や
職
業
の
ほ
う
が
有
意
味
で
あ
っ
て
、
高
学
歴
ホ
ワ
イ

ト
カ
ラ
ー
の
仕
事
で
あ
る
ほ
ど
職
業
意
識
が
高
い
こ
と
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
出
産
と
育
児
の
負
担
が
高
学
歴
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
を
中
断
さ
せ

る
と
説
明
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
イ
・
ジ
ェ
ギ
ョ
ン
ほ
か
﹇2006

﹈
の
研
究
に
お
い
て
も
、
高
学
歴
の
管
理
職
・
専

門
職
の
既
婚
女
性
の
場
合
は
仕
事
と
育
児
を
二
者
択
一
の
問
題
と
し
て
考
え
て
お
ら
ず
、
仕
事
を
継
続
す
る
傾
向
が
強
い
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
か
ら
は
、
高
学
歴
女
性
の
就
業
継
続
は
、
結
婚
や
出
産
の
前
に
従
事
し
て
い
た
仕
事
の
性
質
や
社
会
経
済
的
地

位
が
重
要
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
傾
向
は
、
近
年
女
性
の
高
学
歴
化
と
職
業
的
地
位
の
高
い
女
性
の
増
加
が
注

目
さ
れ
る
一
方
で
、
高
学
歴
専
業
主
婦
の
存
在
が
新
し
い
女
性
像
と
し
て
浮
上
し
た
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
環
境
変
化
に
伴
う
女
性
た
ち

の
意
識
の
変
化
（
階
層
意
識
・
権
利
意
識
な
ど
）、
女
性
の
職
業
的
階
層
分
解
・
専
業
主
婦
の
階
層
分
解
な
ど
の
変
化
に
も
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
示
唆
を
与
え
る
（
問
題
意
識
①
：
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
通
時
的
変
化
と
共
時
的
多
様
性
の
進
展
）。

　

高
学
歴
女
性
た
ち
が
専
業
主
婦
に
な
る
現
象
や
、
子
ど
も
の
教
育
に
没
頭
す
る
な
ど
の
近
年
の
専
業
主
婦
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
基

本
的
に
根
強
い
性
別
役
割
分
業
規
範
が
そ
の
背
景
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、「
再
生
産
労
働
規
範
の
強
化
」「
新
・
良
妻
賢
母
」
と
も
呼
ば
れ
、
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ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
降
の
新
自
由
主
義
的
競
争
の
激
化
や
家
族
主
義
と
い
う
社
会
・
文
化
的
背
景
に
よ
る
母
親
役
割
の
強
化
と
い
う
規
範

論
で
説
明
さ
れ
て
き
た
（
イ
・
ソ
ン
オ
ク
﹇1997

﹈、
チ
ョ
・
ウ
ン
﹇2004

﹈﹇2007

﹈﹇2010

﹈）。

　

イ
・
ソ
ン
オ
ク
﹇1997

﹈
は
「
性
平
等
」
な
ど
が
叫
ば
れ
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
「
良
妻
賢
母
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
時
代
」
で
あ
る
と

指
摘
し
た
。
韓
国
社
会
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
、
一
九
七
五
年
六
月
の
国
際
連
合
の
「
国
際
婦
人
年
」、
一
九
七
九
年
一
二
月
の
「
国
連

女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
の
採
択
な
ど
の
国
際
的
な
流
れ
と
、
韓
国
国
内
の
「
女
性
学
」
の
進
展
や
民
主
化
運
動
か
ら
発
展
し
た
一
九
八
〇

年
代
の
女
性
運
動
、
市
民
運
動
な
ど
の
流
れ
と
と
も
に
大
衆
に
も
関
心
が
広
ま
っ
た
。
実
際
の
女
性
を
め
ぐ
る
変
化
、
特
に
教
育
機
会
の

拡
大
や
「
社
会
進
出
」
と
い
う
面
に
お
い
て
も
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
質
的
な
進
歩
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
一
九
九
〇
年
代
後

半
に
な
る
と
「
良
妻
賢
母
」
的
な
女
性
像
と
い
っ
た
も
の
が
浮
上
し
て
き
た
。
そ
れ
に
関
し
て
イ
・
ソ
ン
オ
ク
﹇1997

﹈
は
、
ア
ジ
ア
通

貨
危
機
以
降
の
不
況
の
中
で
女
性
は
労
働
市
場
に
お
い
て
男
性
の
競
争
相
手
に
な
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
時
代
的
状
況
と
関
係
が

あ
る
と
言
及
し
て
い
る）

5
（

。

　

ま
た
、
新
自
由
主
義
と
家
族
主
義
に
よ
る
母
親
役
割
の
強
調
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
新
自
由
主
義
的
競
争
の
進
展
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
の
教
育
に
お
け
る
競
争
も
激
し
く
な
り
、「
家
族
ぐ
る
み
の
競
争
」
の
中
で
母
親
の
役
割
も
強
ま
っ
た
と
い
う
議
論
で
あ
る
（
チ

ョ
・
ウ
ン
﹇2004

﹈﹇2007

﹈）。
こ
の
よ
う
な
韓
国
の
家
族
主
義
と
関
連
す
る
議
論
に
は
、
韓
国
家
族
の
特
徴
と
さ
れ
る
「
道
具
的
家
族
主

義
（instrum

ental fam
ilism

）」
が
前
提
に
あ
る
。
家
族
主
義
は
韓
国
の
急
速
な
経
済
発
展
と
近
代
化
を
可
能
に
さ
せ
た
が
、
そ
の
過

程
に
お
い
て
経
済
発
展
を
最
優
先
し
て
き
た
国
家
の
代
わ
り
に
、
多
く
の
社
会
保
障
の
機
能
は
家
族
が
担
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
構
造

的
な
社
会
・
経
済
的
不
確
実
性
に
対
処
す
べ
く
世
帯
の
経
済
的
利
益
の
増
大
や
、
子
ど
も
教
育
達
成
を
通
じ
た
世
代
内
・
世
代
間
階
層
移

動
を
最
大
の
目
標
と
す
る
道
具
的
・
手
段
的
機
能
に
集
約
さ
れ
た
「
道
具
的
家
族
主
義
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
る）

6
（

（
チ
ャ
ン
・
キ
ョ
ン
ソ

プ
（
張
慶
燮
）﹇2009

：103

─105

﹈、Chang

﹇2010

﹈）。
中
間
層
は
子
ど
も
の
教
育
に
最
も
熱
心
な
階
層
で
あ
り
、
中
間
層
に
お
け
る
「
母
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親
」
と
い
う
地
位
は
、「
母
性
」
の
「
道
具
化
」
が
最
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
地
点
で
あ
る
が
、
新
自
由
主
義
的
秩
序
と
競
争
の
激
化
と

と
も
に
、「
道
具
的
母
性
」
は
さ
ら
に
強
化
す
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
チ
ョ
・
ウ
ン
﹇2010

﹈）。
そ
れ
が
最
も
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
一
例

と
し
て
、
子
ど
も
の
留
学
先
に
母
親
が
同
行
す
る
教
育
移
民
現
象
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
育
移
民
現
象
に
見
る
よ
う
に
、
新
自
由
主
義
時
代

に
お
け
る
母
性
は
、
積
極
的
に
「
自
ら
動
員
さ
れ
る
」
と
い
う
側
面
も
見
ら
れ
る
（
チ
ョ
・
ウ
ン
﹇2010

﹈）。
イ
・
ヨ
ン
ジ
ャ
﹇2007

﹈
は

そ
れ
を
「
資
本
主
義
的
母
性
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
新
自
由
主
義
的
競
争
に
対
応
し
て
生
ま
れ
た
「
資
本
主
義
的
母
性
」
は
道
具
的
家
族

主
義
と
相
ま
っ
て
そ
の
力
を
発
揮
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
近
年
の
研
究
に
お
い
て
は
、
新
自
由
主
義
化
の
流
れ
や
家
族
主
義
と
い
う
文
化
的
側
面
に
主
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
、
女

性
を
め
ぐ
る
様
々
な
変
化
の
中
で
も
依
然
と
し
て
女
性
が
再
生
産
労
働
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
お
け
る
質
的
な
側
面
の
変
化
（
あ
る
い
は

非
変
化
）
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
具
体
的
な
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
時
代
的
状
況

に
よ
っ
て
社
会
が
求
め
る
女
性
像
は
変
わ
っ
て
い
き
、
ま
た
新
し
い
規
範
が
作
ら
れ
る
。
し
か
し
女
性
た
ち
は
そ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
受
け

入
れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
変
容
さ
せ
て
い
く
。
社
会
変
動
に
伴
う
様
々
な
女
性
像
や
役
割
規
範
は
、
人
々
が
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
選
択
に
お
け

る
自
身
の
立
場
を
「
正
当
化
」
し
た
り
、
自
身
の
立
場
を
「
優
位
」
な
も
の
に
し
つ
つ
他
人
と
異
な
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
構
築
し
た
り

す
る
と
き
に
参
照
さ
れ
な
が
ら
、
ま
た
変
容
さ
れ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う
に
韓
国
社
会
で
専
業
主
婦
と
い
う
地
位
が
再
生
産
さ

れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
女
性
の
準
拠
集
団
の
変
化
、
市
場
労
働
や
家
庭
内
再
生
産
労
働
に
対
す
る
意
味
づ
け
な
ど
を
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
（
問
題
意
識
②
：
女
性
た
ち
の
当
事
者
視
点
に
よ
る
地
位
や
役
割
の
意
味
づ
け
）。

　

女
性
の
専
業
主
婦
化
の
要
因
や
そ
の
特
徴
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
近
年
は
上
述
の
よ
う
に
子
ど
も
の
教
育
に
お
け
る
母
親
の
役
割
が

多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
教
育
と
い
う
役
割
の
た
め
に
、
子
ど
も
の
存
在
が
既
婚
女
性
の
就
業
を
妨
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
や
高
学
歴
女
性
で
あ
る
ほ
ど
子
ど
も
の
教
育
と
い
う
役
割
が
就
業
を
妨
げ
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
研
究
が
あ
る
（
キ
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ム
・
デ
イ
ル
﹇2008

﹈、
チ
ェ
・
ヒ
ョ
ン
ジ
ェ
﹇2008

﹈）。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
「
再
生
産
労
働
規
範
の
強
化
」
説
、

す
な
わ
ち
韓
国
社
会
に
お
け
る
新
自
由
主
義
的
な
競
争
の
激
化
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
教
育
に
お
け
る
母
親
の
役
割
も
強
ま
っ
た
と
い
う
議

論
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
（
チ
ョ
・
ウ
ン
﹇2004

﹈﹇2007

﹈）。

　

高
学
歴
女
性
が
就
労
せ
ず
に
再
生
産
労
働
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
現
象
や
主
婦
と
し
て
の
労
働
が
さ
ら
に
増
大
し
た
と
さ
れ
る
現
象
に
関
す

る
社
会
学
的
分
析
を
検
討
す
る
と
、
子
ど
も
の
教
育
が
そ
の
中
心
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
説
明
は
、
既
存
の
良
妻
賢
母
規
範
な
ど
、
母
性

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
性
別
役
割
分
業
と
い
う
規
範
論
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
う
限
界
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
家
事
労
働
時
間
の
男
女

差
は
減
少
し
た
が
、
子
ど
も
の
教
育
に
関
し
て
は
男
女
差
が
拡
大
し
さ
ら
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
化
さ
れ
る
現
象
（
統
計
庁
「

（
生

活
時
間
調
査
）」
一
九
九
九
年
度
、
二
〇
〇
九
年
度
）
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
既
存
の
「
良
妻
賢
母
規
範
に
よ
る
役

割
」
に
は
還
元
で
き
な
い
側
面
が
あ
る
。
近
年
の
「
再
生
産
労
働
の
強
化
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
は
家
事
労
働
と
い
う
よ
り
も
高
学
歴
専
業

主
婦
の
子
ど
も
の
教
育
が
中
心
で
あ
る
と
い
う
点
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、「
再
生
産
労
働
」「
良
妻
賢
母
的
」
役
割
と
し
て
一
括
り
に
さ

れ
て
き
た
家
事
労
働
と
子
ど
も
の
教
育
は
各
々
女
性
に
と
っ
て
異
な
る
性
質
、
異
な
る
位
相
の
も
の
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

こ
と
が
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
問
題
意
識
①
②
に
も
と
づ
き
、
近
年
子
ど
も
の
教
育
に
没
頭
す
る
母
親
の
役
割
を
女
性
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
意
識
の
変
化
な
ど
と
関
連
づ
け
て
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

国
際
比
較
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
日
本
に
お
い
て
も
近
年
は
若
年
層
の
女
性
た
ち
の
間
で
「
専
業
主
婦
志
向
」
が
見
ら
れ
る
と
論
じ
ら

れ
た
り
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
第
五
回
全
国
家
庭
動
向
調
査
」
二
〇
一
三
年
度
）、
ア
メ
リ
カ
で
は
会
社
を
選
択
的
に
離
脱
し

て
専
業
主
婦
と
な
る
「
ハ
ウ
ス
ワ
イ
フ2.0

」（M
atchar

﹇2013

﹈）
と
い
っ
た
高
学
歴
専
業
主
婦
が
注
目
さ
れ
て
き
た）

7
（

。
女
性
の
職
場
へ

の
不
満
と
社
会
不
信
・
自
衛
意
識
の
高
ま
り
が
家
族
志
向
と
相
ま
っ
て
起
こ
る
現
象
な
ど
と
分
析
さ
れ
、
韓
国
社
会
に
お
い
て
も
部
分
的

に
当
て
は
ま
る
と
こ
ろ
は
あ
る
。
し
か
し
、
専
業
主
婦
を
選
択
す
る
各
社
会
の
女
性
た
ち
の
あ
り
よ
う
の
相
違
、
労
働
市
場
に
お
け
る
女
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性
の
地
位
の
み
な
ら
ず
、（
階
層
ご
と
の
）
女
性
た
ち
が
抱
え
る
家
族
内
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
の
問
題
と
の
関
係
、
ま
た
女
性
た
ち
の

「
選
択
」
は
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
選
択
の
多
様
性
か
、
家
父
長
制
（patriarchy

）
の
延
長
か
と
い
っ
た
議
論
な
ど
、
韓
国
社
会
の
ど
の
よ
う
な

特
殊
性
と
文
脈
を
示
す
も
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
考
察
を
深
め
る
余
地
が
あ
る
（
問
題
意
識
③
：「
家
父
長
制
」「
階
層
」
と
い
う
観
点

か
ら
の
考
察
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
般
的
に
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
「
高
学
歴
女
性
で
あ
る
ほ
ど
労
働
市
場
で
働
く
」
と
い
う
現
象
は
ま
だ
顕
著
に
あ
ら

わ
れ
ず
、
そ
の
多
く
が
専
業
主
婦
に
な
る
韓
国
の
現
象
は
、
性
別
役
割
分
業
規
範
に
よ
る
も
の
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
て
お
り
、
近
年
に

お
い
て
は
子
ど
も
の
教
育
役
割
と
関
連
づ
け
ら
れ
、
主
に
新
自
由
主
義
的
競
争
の
激
化
と
家
族
主
義
な
ど
の
社
会
・
文
化
的
背
景
に
伴
う

母
親
役
割
の
強
化
と
い
う
規
範
論
で
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
「
母
親
役
割
の
強
化
」「
母
性
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
強
化
」

と
い
わ
れ
る
現
象
に
は
、
家
族
の
た
め
と
い
う
母
親
の
規
範
的
行
動
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
母
親
が
積
極
的
に
そ
の
役
割
を
自
ら

「
強
化
」
す
る
と
い
う
側
面
も
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
既
存
の
性
別
役
割
分
業
規
範
で
十
分
に
説
明
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
意
識
の
変
化
を
意
味
し
、
ま
た
韓
国
社
会
の
ど
の
よ
う
な
変
動
や
独
自
性
と
関
連
し
て
い
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
示
さ
れ
る
。

　

以
下
で
は
韓
国
社
会
の
マ
ク
ロ
な
社
会
構
造
の
変
化
と
、
家
庭
内
・
労
働
市
場
に
お
け
る
女
性
の
地
位
と
役
割
の
変
化
や
女
性
の
行

動
・
意
識
（
ミ
ク
ロ
）
の
相
互
作
用
に
着
目
し
、
韓
国
の
女
性
た
ち
の
「
選
択
肢
」
は
ど
の
よ
う
に
構
造
化
さ
れ
、
配
分
さ
れ
て
き
た
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
。




